
  
 
  

    

                        

                       

  

 
 
 
 

 

 

 

2 年生の道徳の学習です。「金のおの」というイソップ童話を教材として、「正直」

について考えました。先生の問いに対する自分の考えを熱心に書き込んでいます。 

教室の中に聞こえるのは、子どもたちが鉛筆を走らせる音だけです。 

  
みんなが注目しやすい場所を選んで立って発表する子と、 

その発表を目と耳でしっかり聞く子どもたち。 

一人一人が自立した学習者として育っているのを感じます。 

 

 

子どもたちの学びへの意欲が教室中に満ちています。 

 


